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(57)【要約】
【課題】隣接階調レベル間において長い時間のサブフィ
ールドの駆動内容が異なる場合であっても、その駆動内
容の違いに起因するディスクリネーションの表示に与え
る影響を抑えること。
【解決手段】本発明の電気光学装置は、複数の画素と、
サブフィールド毎に当該画素を明状態または暗状態に駆
動する駆動部とを具備し、特定の階調レベルが指定され
た場合に、少なくとも一の画素と、当該一の画素に隣接
する画素とは１フレーム中の駆動内容が異なる。特定の
階調レベルは、隣接する暗い側の階調レベルから特定の
階調レベルに変化した場合において、一の画素の駆動内
容が、暗状態から明状態に変化したサブフィールドのう
ち最も長い時間のサブフィールドと、変化後の明状態で
あるサブフィールドのうち最も長い時間のサブフィール
ドとが一致する関係を満たし、隣接する画素の駆動内容
が、当該関係を満たさない階調レベルを示す。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が液晶素子を有する複数の画素と、
　前記画素に対して指定される階調レベルに応じて、１フレームを分割したサブフィール
ド毎に当該画素を明状態または暗状態に駆動する駆動部と
　を具備し、
　１フレームにおける少なくとも一の前記サブフィールドの時間は他の前記サブフィール
ドの時間とは異なり、
　前記駆動部は、前記複数の画素に特定の階調レベルが指定された場合に、少なくとも一
の前記画素と、当該一の画素に隣接する前記画素とは１フレーム中の駆動内容が異なるよ
うに、前記画素を駆動し、
　前記特定の階調レベルは、
　隣接する暗い側の階調レベルから当該特定の階調レベルに変化した場合において、前記
一の画素の前記駆動内容が、暗状態から明状態に変化したサブフィールドのうち最も長い
時間のサブフィールドと、変化後の当該駆動内容が明状態であるサブフィールドのうち最
も長い時間のサブフィールドとが一致する関係を満たし、前記隣接する画素の前記駆動内
容が、当該関係を満たさない階調レベルを示す
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　各々が液晶素子を有する複数の画素と、
　前記画素に対して指定される階調レベルに応じて、１フレームを分割したサブフィール
ド毎に当該画素を明状態または暗状態に駆動する駆動部と
　を具備し、
　１フレームにおける少なくとも一の前記サブフィールドの時間は他の前記サブフィール
ドの時間とは異なり、
　前記駆動部は、前記複数の画素に特定の階調レベルが指定された場合に、少なくとも一
の前記画素と、当該一の画素に隣接する前記画素とは１フレーム中の駆動内容が異なるよ
うに、前記画素を駆動し、
　前記特定の階調レベルは、
　隣接する暗い側の階調レベルから当該特定の階調レベルに変化した場合において、前記
一の画素の前記駆動内容が、変化後の当該駆動内容が明状態であるサブフィールドの時間
の合計に対する前記駆動内容が変化したサブフィールドの時間の合計の割合が予め決めら
れた割合以上になる関係を満たし、前記隣接する画素の前記駆動内容が、当該関係を満た
さない階調レベルを示す
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項３】
　前記液晶素子は、ノーマリーブラックモードで駆動され、
　前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに隣接
する暗い側と明るい側との階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間の平均よりも
長くなるように決められている
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記液晶素子は、ノーマリーホワイトモードで駆動され、
　前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに隣接
する暗い側と明るい側との階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間の平均よりも
短くなるように決められている
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記液晶素子は、ノーマリーブラックモードで駆動され、
　前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに隣接
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する明るい側の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間よりも長くなるように決
められている
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記液晶素子は、ノーマリーホワイトモードで駆動され、
　前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに隣接
する暗い側の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間よりも短くなるように決め
られている
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項７】
　前記駆動部は、前記複数の画素における前記少なくとも一の画素の位置を、１フレーム
または複数フレーム毎に変化させるように、前記画素を駆動する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の電気光学装置。
【請求項８】
　前記駆動部は、前記複数の画素に前記特定の階調レベルが指定された場合に、全ての前
記画素を、隣接する前記画素とは１フレーム中の前記駆動内容が異なるように駆動する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の電気光学装置。
【請求項９】
　前記駆動部は、前記複数の画素に前記特定の階調レベルが指定された場合に、前記少な
くとも一の画素における明状態の時間と、前記隣接する画素における明状態の時間との差
は、これらの和に対して１０％以内となるように、前記画素を駆動する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の電気光学装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のサブフィールドの各々において、画素をオンまたはオフのいずれかで
駆動する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶素子などの表示素子を画素として有する電気光学装置において中間階調を表現する
ために、サブフィールド駆動を用いた技術が提案されている。サブフィールド駆動を用い
た技術とは、フレーム（フィールド）を分割した複数のサブフィールド毎に、画素をオン
またはオフのいずれか一方で駆動するとともに、１フレームにおけるオンとオフに駆動さ
れた時間の割合を変化させることによって中間階調を表現する技術である（例えば、特許
文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１４８４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された技術のように、サブフィールド駆動においては、各サブフィー
ルドにおける画素の駆動内容（オンまたはオフ）を１フレーム分規定したサブフィールド
コード（以下、ＳＦコードという）が用いられる。このＳＦコードに基づいて、各画素の
液晶素子にオン電圧またはオフ電圧が印加される。隣接した画素において指定された階調
レベルが異なる場合、それぞれのＳＦコードのうち駆動内容が異なるサブフィールドの期
間においては、隣接画素間においてオン電圧とオフ電圧との差から横電界が発生する。こ
の横電界の影響により隣接画素間にはディスクリネーションが発生し、表示に影響を与え
る。そのため、隣接した画素において駆動内容が異なるサブフィールドが多いほど、隣接
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画素間に発生するディスクリネーションの表示への影響が大きくなる。
【０００５】
　ここで、少ないサブフィールド数で多くの階調レベルの表現をする場合には、各サブフ
ィールドの時間を大きく異ならせて、サブフィールドの時間に重み付けする必要がある。
このような場合には、隣接階調レベル間において長い時間のサブフィールドの駆動内容が
異なる場合もある。隣接する画素の階調レベルは隣接する階調レベルとなることがあるが
、上記の場合には、横電界が発生する時間も長くなり、隣接画素間に発生するディスクリ
ネーションの表示に与える影響が大きくなる。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的の一つは、隣接階調レ
ベル間において長い時間のサブフィールドの駆動内容が異なる場合であっても、その駆動
内容の違いに起因するディスクリネーションの表示に与える影響を抑えることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の課題を解決するため、本発明は、各々が液晶素子を有する複数の画素と、前記画
素に対して指定される階調レベルに応じて、１フレームを分割したサブフィールド毎に当
該画素を明状態または暗状態に駆動する駆動部とを具備し、１フレームにおける少なくと
も一の前記サブフィールドの時間は他の前記サブフィールドの時間とは異なり、前記駆動
部は、前記複数の画素に特定の階調レベルが指定された場合に、少なくとも一の前記画素
と、当該一の画素に隣接する前記画素とは１フレーム中の駆動内容が異なるように、前記
画素を駆動し、前記特定の階調レベルは、隣接する暗い側の階調レベルから当該特定の階
調レベルに変化した場合において、前記一の画素の前記駆動内容が、暗状態から明状態に
変化したサブフィールドのうち最も長い時間のサブフィールドと、変化後の当該駆動内容
が明状態であるサブフィールドのうち最も長い時間のサブフィールドとが一致する関係を
満たし、前記隣接する画素の前記駆動内容が、当該関係を満たさない階調レベルを示すこ
とを特徴とする電気光学装置を提供する。
　この電気光学装置によれば、隣接階調レベル間において長い時間のサブフィールドの駆
動内容が異なる場合であっても、その駆動内容の違いに起因するディスクリネーションの
表示に与える影響を抑えることができる。
【０００８】
　また、本発明は、各々が液晶素子を有する複数の画素と、前記画素に対して指定される
階調レベルに応じて、１フレームを分割したサブフィールド毎に当該画素を明状態または
暗状態に駆動する駆動部とを具備し、１フレームにおける少なくとも一の前記サブフィー
ルドの時間は他の前記サブフィールドの時間とは異なり、前記駆動部は、前記複数の画素
に特定の階調レベルが指定された場合に、少なくとも一の前記画素と、当該一の画素に隣
接する前記画素とは１フレーム中の駆動内容が異なるように、前記画素を駆動し、前記特
定の階調レベルは、隣接する暗い側の階調レベルから当該特定の階調レベルに変化した場
合において、前記一の画素の前記駆動内容が、変化後の当該駆動内容が明状態であるサブ
フィールドの時間の合計に対する前記駆動内容が変化したサブフィールドの時間の合計の
割合が予め決められた割合以上になる関係を満たし、前記隣接する画素の前記駆動内容が
、当該関係を満たさない階調レベルを示すことを特徴とする電気光学装置を提供する。
　この電気光学装置によれば、隣接階調レベル間において長い時間のサブフィールドの駆
動内容が異なる場合であっても、その駆動内容の違いに起因するディスクリネーションの
表示に与える影響を抑えることができる。
【０００９】
　また、別の好ましい態様において、前記液晶素子は、ノーマリーブラックモードで駆動
され、前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに
隣接する暗い側と明るい側との階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間の平均よ
りも長くなるように決められていることを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、ノーマリーブラックモードにおいて、連続した画素に同一
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の階調レベルが指定された場合に、連続した画素間においてディスクリネーションが生じ
て透過率が減少しても、これらの画素全体として指定された階調レベルの表現をすること
ができる。
【００１０】
　また、別の好ましい態様において、前記液晶素子は、ノーマリーホワイトモードで駆動
され、前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに
隣接する暗い側と明るい側との階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間の平均よ
りも短くなるように決められていることを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、ノーマリーホワイトモードにおいて、連続した画素に同一
の階調レベルが指定された場合に、連続した画素間においてディスクリネーションが生じ
て透過率が減少しても、これらの画素全体として指定された階調レベルの表現をすること
ができる。
【００１１】
　また、別の好ましい態様において、前記液晶素子は、ノーマリーブラックモードで駆動
され、前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに
隣接する明るい側の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間よりも長くなるよう
に決められていることを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、ノーマリーブラックモードにおいて、連続した画素に同一
の階調レベルが指定された場合に、連続した画素間においてディスクリネーションが生じ
て透過率が減少しても、これらの画素全体として指定された階調レベルの表現をすること
ができる。
【００１２】
　また、別の好ましい態様において、前記液晶素子は、ノーマリーホワイトモードで駆動
され、前記特定の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間は、当該階調レベルに
隣接する暗い側の階調レベルにおける１フレーム中の明状態の時間よりも短くなるように
決められていることを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、ノーマリーホワイトモードにおいて、連続した画素に同一
の階調レベルが指定された場合に、連続した画素間においてディスクリネーションが生じ
て透過率が減少しても、これらの画素全体として指定された階調レベルの表現をすること
ができる。
【００１３】
　また、別の好ましい態様において、前記駆動部は、前記複数の画素における前記少なく
とも一の画素の位置を、１フレームまたは複数フレーム毎に変化させるように、前記画素
を駆動することを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、隣接階調レベル間において長い時間のサブフィールドの駆
動内容が異なる場合であっても、その駆動内容の違いに起因するディスクリネーションの
表示に与える影響を、効果的に抑えることができる。
【００１４】
　また、別の好ましい態様において、前記駆動部は、前記複数の画素に前記特定の階調レ
ベルが指定された場合に、全ての前記画素を、隣接する前記画素とは１フレーム中の前記
駆動内容が異なるように駆動することを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、隣接階調レベル間において長い時間のサブフィールドの駆
動内容が異なる場合であっても、その駆動内容の違いに起因するディスクリネーションの
表示に与える影響を、効果的に抑えることができる。
【００１５】
　また、別の好ましい態様において、前記駆動部は、前記複数の画素に前記特定の階調レ
ベルが指定された場合に、前記少なくとも一の画素における明状態の時間と、前記隣接す
る画素における明状態の時間との差は、これらの和に対して１０％以内となるように、前
記画素を駆動することを特徴とする。
　この電気光学装置によれば、階調レベルを良好に表現した表示を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態におけるプロジェクターの構成を示す平面図である。
【図２】実施形態におけるプロジェクターの機能構成を説明する図である。
【図３】実施形態における表示パネルおよび駆動回路の構成を説明する図である。
【図４】実施形態における画素の等価回路を説明する図である。
【図５】実施形態における駆動回路に供給される信号を説明する図である。
【図６】実施形態における各画素に適用されるＬＵＴを説明する図である。
【図７】実施形態におけるＬＵＴを説明する図である。
【図８】実施形態における最大重み変化部の特徴を説明する図である。
【図９】実施形態におけるディスクリネーションの発生態様を説明する図である。
【図１０】変形例１におけるディスクリネーションの発生態様を説明する図である。
【図１１】変形例２における各画素に適用されるＬＵＴを説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
＜実施形態＞
［プロジェクター２０００の構成］
　図１は、実施形態におけるプロジェクター２０００の構成を示す平面図である。プロジ
ェクター２０００は、ハロゲンランプ等の白色光源となるランプユニット２２０を有する
。ランプユニット２２０から射出された投射光は、第１マルチレンズ２３０３、第２マル
チレンズ２３０４、偏光変換素子２３０５、重畳レンズ２３０６を通過し、２枚のダイク
ロイックミラー２３０１および３枚のミラー２３０２によってＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（
青）の３原色に分離される。分離された各光は、集光レンズ２３０８を介して、各原色に
対応する表示パネル１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ導かれる。なお、Ｂ光
は、Ｒ光、Ｇ光と比較すると、光路が長いことによる損失を防ぐために、３枚のレンズ２
３０７を用いたリレーレンズ系を介して導かれる。
【００１８】
　表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂは、光を変調する液晶パネルなどのライトバ
ルブである。表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂは、後述するように、Ｒ、Ｇ、Ｂ
の各色に対応する映像信号Ｖｉｄを画素毎に決められたＬＵＴ（Look up Table）を参照
して変換したＳＦコードに基づいてそれぞれ駆動される。これにより、表示パネル１００
Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂには、各色の縮小画像が形成される。表示パネル１００Ｒ、１０
０Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ形成された縮小画像、すなわち、変調光は、ダイクロイ
ックプリズム２４０に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム２４０
において、Ｒ光およびＢ光は９０度に反射する一方、Ｇ光は直進する。したがって、各色
の画像が合成された後、スクリーン３０００には、投射レンズ２５０によってカラー画像
が投射されることとなる。
【００１９】
　なお、表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂには、ダイクロイックミラー２３０１
によって、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する光が入射するので、カラーフィルタを
設ける必要はない。また、表示パネル１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロイックプ
リズム２４０により反射した後に投射されるのに対し、表示パネル１００Ｇの透過像はそ
のまま投射されるので、表示パネル１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査方向は、表示パネ
ル１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を表示する構成とな
っている。
【００２０】
［機能構成］
　図２は、実施形態におけるプロジェクター２０００の機能構成を説明する図である。プ
ロジェクター２０００は、表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂに縮小画像を形成さ
せるための駆動部であるコントローラー１０と、表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００
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Ｂと、複数のＬＵＴを有する。コントローラー１０は、タイミング制御回路１１、画質調
整部１２、ＳＦコード変換部１３、メモリー制御部１４、メモリー１５、駆動回路１６Ｒ
、１６Ｇ、１６Ｂを有する。複数のＬＵＴは、この例においては、ＬＵＴ（Ａ）３１およ
びＬＵＴ（Ｂ）３２である。
　なお、表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂは、各々同じ構成であるため、以下の
説明において特にそれぞれを区別する必要のない場合には、表示パネル１００と記す。
【００２１】
　コントローラー１０には、図示省略した上位回路から映像信号Ｖｉｄおよび同期信号Ｓ
ｙｎｃが供給される。映像信号Ｖｉｄは、画像を３つの原色（赤（Ｒ）色、緑（Ｇ）色、
青（Ｂ）色の三成分）で表す信号である。映像信号Ｖｉｄは、画像における各画素の階調
レベルをＲ、Ｇ、Ｂの色毎にそれぞれ規定する。なお、映像信号Ｖｉｄは、同期信号Ｓｙ
ｎｃに含まれる垂直走査信号、水平走査信号などにしたがって走査される画素の順で供給
される。
【００２２】
　タイミング制御回路１１は、同期信号Ｓｙｎｃに基づいて各部を制御する。
　画質調整部１２は、映像信号Ｖｉｄで規定される画像の明るさおよび色合いなどを、表
示パネル１００の表示特性、図示省略した各種操作子を用いて設定された内容に合わせて
前処理するとともに、処理した映像信号Ｄａを出力する。なお、この例において、上位回
路から供給される映像信号Ｖｉｄは、アナログ信号でもあってもよいし、デジタル信号で
もあってもよいが、アナログ信号であれば、画質調整部１２によってデジタル信号に変換
される。
　なお、この例においては、映像信号Ｄａを８ビットとして、各画素において表現すべき
階調レベルを十進値で、最も暗い「０」から最も明るい「２５５」まで「１」刻みで２５
６段階の階調レベルを指定している。
【００２３】
　ＳＦコード変換部１３は、ＬＵＴ（Ａ）３１およびＬＵＴ（Ｂ）３２を参照して、映像
信号Ｄａの階調レベルを、Ｒ成分、Ｇ成分、Ｂ成分の色毎にＳＦコードＳｃｒ、Ｓｃｇ、
Ｓｃｂに変換して出力するものである。ＳＦコード変換部１３は、ＬＵＴ（Ａ）３１およ
びＬＵＴ（Ｂ）３２のうち、各画素に対応して予め決められたいずれか一方を参照する。
このＳＦコードＳｃｒ、Ｓｃｇ、Ｓｃｂは、ビットｃ１、ｃ２、・・・ｃ１６の１６ビッ
トのブロックを２回繰り返した３２ビットで構成される。各ビットは各サブフィールドに
おける画素の駆動内容を示し、オンに駆動するサブフィールドを「１」、オフに駆動する
サブフィールドを「０」として示している。すなわち、ＳＦコードは、１フレームを３２
のサブフィールドに分割した各サブフィールドにおける画素の駆動内容を示している。な
お、この例においては、後述するように、液晶素子１２０は、ノーマリーブラックモード
での駆動されるものとする。したがって、オンに駆動するサブフィールドは明状態となり
、オフに駆動するサブフィールドは暗状態となる。
【００２４】
　メモリー制御部１４は、タイミング制御回路１１による制御にしたがって、ＳＦコード
Ｓｃｒ、Ｓｃｇ、Ｓｃｂをメモリー１５に書きこむ。また、メモリー制御部１４は、タイ
ミング制御回路１１による制御にしたがって、メモリー１５に記憶されたＳＦコードＳｃ
ｒ、Ｓｃｇ、Ｓｃｂを読み出し、読み出したＳＦコードのビットのうち、表示パネル１０
０における駆動タイミング（サブフィールド）に対応するビットをＳＦビットＳｂｒ、Ｓ
ｂｇ、Ｓｂｂとして出力する。例えば、表示パネル１００における駆動タイミングが１３
番目のサブフィールドとなるＳＦビットは、ビットｃ１３となる。
【００２５】
［表示パネル１００Ｒおよび駆動回路１６Ｒの構成］
　図３は、実施形態における表示パネル１００Ｒおよび駆動回路１６Ｒの構成を説明する
図である。表示パネル１００Ｒは、例えばアクティブ・マトリクス型であって透過型の液
晶表示パネルであり、画素毎に透過率を変調した透過像を生成するものである。
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　図３に示されるように、表示パネル１００Ｒには、例えば１、２、３、…、１０８０行
の走査線１１２が図において横方向に延在するように設けられ、また、１、２、３、…、
１９２０列のデータ線１１４が図において縦方向に延在するように、かつ、各走査線１１
２と互いに電気的に絶縁を保つように設けられている。そして、１０８０行の走査線１１
２と１９２０列のデータ線１１４との交点のそれぞれに対応して、画素１１０がそれぞれ
配列している。したがって、画素１１０が縦１０８０行×横１９２０列でマトリクス状に
配列することになる。
【００２６】
　表示パネル１００Ｒの周辺には、駆動回路１６Ｒが設けられている。駆動回路１６Ｒは
、走査線駆動回路１６１とデータ線駆動回路１６２とを有する。走査線駆動回路１６１は
、１～１０８０行の走査線１１２にそれぞれ走査信号を供給する。この例においては、走
査線駆動回路１６１は、タイミング制御回路１１から供給される制御信号Ｙｃｔによって
走査線１１２を１、２、３、…、１０８０行目という順番で選択するとともに、選択した
走査線への走査信号を選択電圧とする一方、それ以外の、非選択に係る走査線への走査信
号を非選択電圧とする。なお、図３において、１、２、３、…、１０８０行目の走査線１
１２に供給される走査信号をそれぞれＧ１、Ｇ２、Ｇ３、・・・Ｇ１０８０と表記してい
る。
【００２７】
　データ線駆動回路１６２は、タイミング制御回路１１から供給される制御信号Ｘｃｔに
したがって、１～１９２０列目のデータ線１１４の各々にそれぞれデータ信号を供給する
。データ線駆動回路１６２は、メモリー制御部１４から供給されるＳＦビットＳｂｒに応
じたデータ信号を供給する。なお、図３において、１、２、３、…、１９２０列目のデー
タ線１１４に供給されるデータ信号を、それぞれｄ１、ｄ２、ｄ３、・・・ｄ１９２０と
表記している。
【００２８】
　ここでは、表示パネル１００Ｒおよび駆動回路１６Ｒを例として説明し、同様な構成で
ある表示パネル１００Ｇ、１００Ｂおよび駆動回路１６Ｇ、１６Ｂについては、供給され
る信号が異なるだけであるため、その説明を省略する。なお、表示パネル１００Ｇのデー
タ線駆動回路１６２は、メモリー制御部１４からＳＦビットＳｂｇが供給され、ＳＦビッ
トＳｂｒに応じたデータ信号を供給する。また、表示パネル１００Ｂのデータ線駆動回路
１６２は、メモリー制御部１４からＳＦビットＳｂｂが供給され、ＳＦビットＳｂｂに応
じたデータ信号を供給する。
【００２９】
［画素１１０の構成］
　図４は、実施形態における画素１１０の等価回路を説明する図である。画素１１０は、
画素電極１１８とコモン電極１０８とで液晶１０５を挟持した液晶素子１２０と、走査線
１１２に選択電圧が印加されたときにデータ線１１４と画素電極１１８との間で導通状態
となり、非選択電圧が印加されたときに非導通状態となる薄膜トランジスター（Thin Fil
m Transistor：以下単に「ＴＦＴ」と表記する）１１６とを有する構成である。
　コモン電極１０８は各画素にわたって共通であり、コントローラー１０に含まれる図示
省略した回路によって電圧ＬＣｃｏｍが印加される。また、画素１１０では、液晶素子１
２０に対して並列に補助容量（蓄積容量）１２５が設けられる。この補助容量１２５は、
一端が画素電極１１８に接続され、他端が容量線１１５に共通接続されている。コントロ
ーラー１０に含まれる図示省略した回路によって、容量線１１５は時間的に一定の電圧に
保たれている。
【００３０】
　このような構成において、画素１１０では、走査線１１２に選択電圧が印加されたとき
にＴＦＴ１１６が導通状態になって、データ線１１４に供給されたデータ信号の電圧が画
素電極１１８に印加される。一方、走査線１１２への選択電圧の印加が終了して非選択電
圧が印加されたときにＴＦＴ１１６が非導通状態になるが、液晶素子１２０は、ＴＦＴ１
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１６の導通状態であったときに画素電極１１８に印加されたデータ信号の電圧を、その容
量性によって走査線１１２に選択電圧が再び印加されるまで保持する。
【００３１】
　ところで、画素１１０はオンまたはオフのいずれかで駆動されるため、データ信号は、
ＳＦビットの「１」に応じたオンレベル、または「０」に応じたオフレベルのいずれかと
なる。この例においては、液晶素子１２０がノーマリーブラックモードで駆動される。そ
のため、オンレベルとは、液晶素子１２０に電圧（例えば５Ｖ）を印加して明状態にさせ
るデータ信号をいい、オフレベルとは、液晶素子１２０に電圧を印加しないで（または、
印加電圧をゼロ近傍とする電圧を印加して）暗状態にさせるデータ信号をいう。
　この例においては、液晶素子１２０を交流駆動するため、オンレベルは、振幅中心電圧
に対して高位側とする正極性と、振幅中心電圧に対して低位側とする負極性との２種類が
必要となる。なお、交流駆動しない場合には、一方の極性のみでよい。
　一方、オフレベルは、液晶素子１２０に電圧を印加しないのであれば、コモン電極１０
８に印加される電圧ＬＣｃｏｍの１種類であり、極性に無関係である。液晶素子１２０を
交流駆動し、印加電圧をゼロ近傍とする電圧を印加するのであれば、振幅中心電圧に対し
て正極性と、負極性との２種類が必要となる。なお、交流駆動しない場合には、一方の極
性のみでよい。
【００３２】
　なお、本説明において、走査信号やデータ信号の電圧については、図示省略した接地電
位ＧＮＤを電圧ゼロの基準としている。ただし、液晶素子１２０の印加電圧については、
コモン電極１０８の電圧ＬＣｃｏｍと画素電極１１８との電位差とする。また、コモン電
極１０８に印加される電圧ＬＣｃｏｍは、上記振幅中心電圧と同電圧と考えてよい。ただ
し、ｎチャネル型のＴＦＴ１１６のオフリーク等を考慮して、電圧ＬＣｃｏｍを振幅中心
電圧よりも低位となるように調整されることがある。
【００３３】
［画素１１０の駆動態様］
　図５は、実施形態における駆動回路１６Ｒ、１６Ｇ、１６Ｂに供給される信号を説明す
る図である。ここでは、供給される信号のうち、制御信号Ｙｃｔに含まれる垂直同期信号
Ｖｓｙｎｃ、およびスタートパルスＤｙ、制御信号Ｘｃｔに含まれる極性指定信号Ｆｒｐ
について説明する。
　図５（ａ）に示すように、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃは、表示の単位期間である１フレー
ムを規定する信号である。この例においては、１フレームは１６．６７ｍｓ（６０Ｈｚ）
に相当する。極性指定信号Ｆｒｐは、液晶素子１２０を交流駆動するときのオンレベルを
正極性とする期間と負極性とする期間を規定する信号である。この極性指定信号Ｆｒｐに
よっては、１フレームの前半を正極性の期間、後半を負極性の期間として規定する。これ
により液晶素子１２０に印加される電圧の極性バランスをとることができる。
【００３４】
　スタートパルスＤｙは、各サブフィールドの期間を規定する信号である。スタートパル
スＤｙは、この例においては、８パルスを１周期として１フレームにつき４回繰り返し、
１フレームでは３２パルスとなる。したがって、１フレームは３２のサブフィールドに分
割されている。以下、この１周期の８サブフィールド（図５（ａ）における「８ＳＦ」）
を１ブロックといい、１フレーム中の各ブロックを期間の最初から第１ブロック、第２ブ
ロック、第３ブロック、第４ブロック（図５（ａ）における「第１Ｂ」、「第２Ｂ」、「
第３Ｂ」、「第４Ｂ」）という。
　スタートパルスＤｙにおける１周期の８パルスは、それぞれのパルス間隔が異なり、各
間隔がサブフィールドの期間を示し、以下、各サブフィールドをＳＦ１，ＳＦ２、・・・
、ＳＦ８という。この例においては、ＳＦ１、ＳＦ２、・・・、ＳＦ８の時間は、図５（
ｂ）に示すように、１．４０ｍｓ、０．９０ｍｓ、０．７０ｍｓ、０．５０ｍｓ，０．３
２ｍｓ、０．２０ｍｓ、０．１０ｍｓ、０．０５ｍｓと規定され、時間に重み付けがされ
ている。この例においては、１周期のうち前の期間に位置するサブフィールドほど長い時
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間として規定されている。
　なお、各画素におけるサブフィールドのオン駆動（オンレベルの駆動電圧を印加）また
はオフ駆動（オフレベルの駆動電圧を印加）は、走査線の選択時になされる。そのため、
厳密にいえば、各画素における１フレーム（および各サブフィールド）のタイミングは、
時間的にみて走査線毎に異なる。
【００３５】
　上述したように、画素１１０において、走査線１１２が選択されたときに画素電極１１
８に印加されたオンレベルまたはオフレベルは、走査線１１２が再び選択されるまで保持
される。したがって、画素１１０を、あるサブフィールドに応じた期間だけオンまたはオ
フ駆動の状態にさせるためには、走査線を選択して、液晶素子１２０にＳＦビットに応じ
た（データ信号の）オンレベルまたはオフレベルを書き込んでから、再び当該走査線を選
択するまでの期間を、当該サブフィールドに応じた期間とすればよいことになる。
【００３６】
　図６は、実施形態における各画素１１０に適用されるＬＵＴを説明する図である。上述
したように、ＳＦコード変換部１３は、画素毎にＬＵＴ（Ａ）３１およびＬＵＴ（Ｂ）３
２のいずれか一方を参照して、映像信号ＤａをＳＦコードに変換する。図６は、このとき
に参照するＬＵＴを示すものであり、「Ａ」は、ＬＵＴ（Ａ）３１を参照して得られたＳ
Ｆコードに基づいて駆動される画素１１０（以下、画素１１０Ａという）を示し、「Ｂ」
は、ＬＵＴ（Ｂ）３２を参照して得られたＳＦコードに基づいて駆動される画素１１０（
以下、画素１１０Ｂという）を示している。
【００３７】
　この例においては、画素１１０Ａは、奇数行の走査線と奇数列のデータ線との交点に対
応して設けられた画素１１０、および偶数行の走査線と偶数列のデータ線との交点に対応
して設けられた画素１１０である。一方、画素１１０Ｂは、画素１１０Ａ以外の画素１１
０である。すなわち、画素１１０Ｂは、奇数行の走査線と偶数列のデータ線との交点に対
応して設けられた画素１１０、および偶数行の走査線と奇数列のデータ線との交点に対応
して設けられた画素１１０である。このように、画素１１０Ａに隣接する画素１１０は、
画素１１０Ｂになるように配置されている。すなわち、画素１１０Ａと画素１１０Ｂとは
市松状に配置される。
【００３８】
［ＬＵＴの内容］
　図７は、実施形態におけるＬＵＴを説明する図である。図７（ａ）はＬＵＴ（Ａ）３１
を示し、図７（ｂ）はＬＵＴ（Ｂ）３２を示している。いずれも、階調レベルが「５０」
～「８０」の部分を抜き出したものを記載している。ＬＵＴ（Ａ）３１およびＬＵＴ（Ｂ
）３２は、ビットｃ１、ｃ２、・・・、ｃ１６の１６ビットにより構成され、前半のビッ
トｃ１からｃ８の８ビットは、１フレーム中の第１、第３ブロックにおけるＳＦ１、ＳＦ
２、・・・ＳＦ８の画素１１０の駆動内容を表し、後半のビットｃ９からｃ１６は、第２
、第４ブロックにおけるＳＦ１、ＳＦ２、・・・ＳＦ８の画素１１０の駆動内容を表す。
そのため、例えば、ビットｃ１とｃ９とは、対応するサブフィールドの時間が同じである
。その他の関係、例えば、ビットｃ８とｃ１６との関係などについても、対応するサブフ
ィールドの時間が同じになるという関係は同様である。このように、ＬＵＴは、階調レベ
ルと各ビットにより表されるＳＦコードとの対応関係を規定する。
【００３９】
　ＬＵＴは、後述する一部の例外を除き原則として、階調レベルが上がるほど、１フレー
ム中に画素１１０がオンとして駆動される明状態の時間（以下、オン時間という）が長く
なるように、各ビットを規定している。一部の階調レベルについては、隣接する低い側の
階調レベルから変化した場合のＳＦコードの変化において、「０」から「１」に変化した
ビットのうち最も長い時間のサブフィールドが、変化後のＳＦコードの「１」のビットの
うち最も長い時間のサブフィールドと一致する関係を満たしている。例えば、図７（ａ）
に示す範囲のＬＵＴ（Ａ）３１においては、一部の階調レベルは、「５６」、「６５」、
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「７８」である。以下、このような関係を満たす階調レベルを最大重み変化部という。
【００４０】
　ここで、階調レベルが「５６」の場合には、「５５」からのＳＦコードの変化において
、ビットｃ８、ｃ１１が「０」から「１」に変化しているが、最も長い時間のサブフィー
ルドは、ビットｃ１１に対応するＳＦ３である。一方、変化後のＳＦコードの「１」のビ
ットのうち最も長い時間のサブフィールドもＳＦ３（ビットｃ３、ｃ１１）であり一致し
ている。
【００４１】
　ＬＵＴ（Ｂ）３２においては、最大重み変化部は、ＬＵＴ（Ａ）３１における場合と異
なる階調レベルになるように決められ、この例においては階調レベルが「１」大きくなる
ように決められている。すなわち、ＬＵＴ（Ｂ）３２における最大重み変化部は、「５７
」、「６６」、「７９」である。したがって、ＬＵＴ（Ａ）３１またはＬＵＴ（Ｂ）３２
の最大重み変化部に対応する階調レベルについて、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ（Ｂ）３２
とは、ＳＦコードが異なっている。なお、この例においては、それ以外の階調レベルにお
いても、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ（Ｂ）３２とにおいてＳＦコードが異なるものがある
が、これは、ディザリングを用いて階調制度を向上させるためのものである。そのため、
最大重み変化部に対応する階調レベル以外は、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ（Ｂ）３２とで
ＳＦコードが同じであってもよい。
【００４２】
　図８は、実施形態における最大重み変化部の特徴を説明する図である。図８においては
、ＬＵＴ（Ａ）３１の最大重み変化部のうち階調レベル「６５」と、ＬＵＴ（Ｂ）３２の
最大重み変化部のうち階調レベル「６６」と、これらに隣接する階調レベル「６４」、「
６７」との部分を抽出して、その特徴を詳細に示したものである。
　合計オン時間（明状態の時間）は、上述したように、画素１１０がオンに駆動されるサ
ブフィールドの時間を合計したものであり、図８に示す例においては、第１、第２ブロッ
クにおけるサブフィールドの時間を合計したものである。そのため、１フレームで考える
と値を２倍にする必要がある。
【００４３】
　上述したように、最大重み変化部となる階調レベルは、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ（Ｂ
）３２とでは異なっている。そのため、階調レベルが「６４」から「６５」に変化した場
合に、ＬＵＴ（Ａ）３１において「０」から「１」に変化するビットｃ２は、ＬＵＴ（Ｂ
）３２において変化しないようになっている。そのため、ＬＵＴ（Ｂ）３２においては、
ＬＵＴ（Ａ）３１の場合に比べてＳＦ２に相当する時間だけ合計オン時間が減少すること
になるが、減少した分の時間については、より時間が短いＳＦ３～ＳＦ８におけるビット
ｃ３～ｃ８、ｃ１１～ｃ１６の調整により増加させている。例えば、階調レベル「６５」
においては、ＬＵＴ（Ａ）３１のＳＦコードに対して、ＬＵＴ（Ｂ）３２のＳＦコードが
、ビットｃ４、ｃ５、ｃ６を「０」から「１」に、ビットｃ８、ｃ１６を「１」から「０
」に調整することで、合計オン時間が調整されている。これにより、ＬＵＴ（Ａ）３１に
おける合計オン時間と、ＬＵＴ（Ｂ）３２における合計オン時間とは、同じ階調レベルで
あれば、略等しくなっている。なお、これらの合計オン時間は同一でなくてもよく、一定
程度ずれていてもよい。ただし、一定範囲の画素１１０に対して同一の階調レベルを指定
したときに、画素１１０Ａと画素１１０Ｂとの表示が市松模様に見えるなど表示上の影響
を考えると、ＬＵＴ（Ａ）３１における合計オン時間とＬＵＴ（Ｂ）３２における合計オ
ン時間との差が、これらの合計オン時間の和の１０％以内であることが望ましい。
【００４４】
　また、一方のＬＵＴにおける最大重み変化部となる階調レベルに対応するＳＦコードの
うち「１」のビットとなる最も長い時間のサブフィールドにおいて、他方のＬＵＴにおけ
る同一の階調レベルに対応するＳＦコードのビットが「０」となる場合（以下、この場合
の階調レベルを特定の階調レベルという。例えば、階調レベル「６５」）においては、以
下のように各ＳＦコードが決められている。ここでは、ＬＵＴ（Ａ）３１およびＬＵＴ（
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Ｂ）３２において、上記の特定の階調レベルの合計オン時間が、隣接する高い側の階調レ
ベルの合計オン時間よりも長くなるように、ＳＦコードが決められている。
　なお、上記の特定の階調レベルの合計オン時間は、この条件を満たす場合に限らず、隣
接する低い側の階調レベルの合計オン時間と隣接する高い側の階調レベルの合計オン時間
との平均よりも長くなるように、ＳＦコードが決められていてもよい。また、必ずしも、
このように合計オン時間が長くなるように調整されていなくてもよい。
【００４５】
　横電界発生時間は、隣接する階調レベル（例えば、図中の「６４－６５」は隣接する階
調レベル「６４」、「６５」を示す）のＳＦコードを比較したときに、異なるビットに対
応するサブフィールドの時間を合計したものである。例えば、ＬＵＴ（Ａ）３１における
「６４－６５」の横電界発生時間は、隣接する画素１１０の双方にＬＵＴ（Ａ）３１が適
用された場合に、一方の画素１１０に階調レベル「６４」が指定され、他方の画素１１０
に階調レベル「６５」が指定された場合にこれらの画素１１０間に生じる横電界の発生時
間を示している。すなわち、第１（第３）ブロックのＳＦ２、ＳＦ４、ＳＦ６、第２（第
４）ブロックのＳＦ８において、隣接する画素１１０の間に横電界が発生することになる
から、横電界発生時間は、０．９０＋０．５０＋０．２０＋０．０５＝１．６５ｍｓとな
る。
　なお、図８に示す例においては、第１、第２ブロックにおけるサブフィールドを対象と
して横電界発生時間を算出しているため、１フレームで考えると値を２倍にする必要があ
る。
【００４６】
　Ｄリスクは、ディスクリネーションの表示への影響が視認されるリスクを示すパラメー
タであって、合計オン時間に対する横電界発生時間の割合として算出される。ここでの合
計オン時間は、隣接する階調レベルのうち、高い側の階調レベルについての合計オン時間
を用いる。例えば、「６４－６５」については、Ｄリスク算出に用いる合計オン時間は階
調レベルが「６５」の合計オン時間を用いる。Ｄリスクは、２０％を超えるとディスクリ
ネーションの表示への影響が視認されるリスクが高まる。
【００４７】
　そのため、Ｄリスクが２０％を超える隣接階調レベルのうち高い側の階調レベルを上述
した最大重み変化部に相当するものとしてもよい。この場合、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ
（Ｂ）３２とでは、最大重み変化部がそれぞれ異なる階調レベルとなるように決められて
いればよい。なお、ディスクリネーションの表示への影響が視認されるリスクが高まると
される２０％は一例であって、表示階調や表示パネルの組み立て条件などにより変化する
ものである。例えば、透過率（１フレームの時間における合計オン時間の割合に対応）が
２０％以下の低階調レベルでは、ディスクリネーションの表示への影響が現れるＤリスク
が４０％以上に緩和される。また、表示パネルの液晶層の厚みを小さくすることで、ディ
スクリネーションの表示への影響を現れ難くすることができる。すなわち、ディスクリネ
ーションの表示に与える影響により２０％以外の値として決められていてもよい。
【００４８】
［駆動動作］
　続いて、画素１１０を駆動するときの各構成の動作について、再び図２、図３、図４を
参照しながら説明する。
　ＳＦコード変換部１３は、画質調整部１２から供給される映像信号ＤａをＳＦコードに
変換する。このとき、ＳＦコード変換部１３は、映像信号Ｄａのうち、画素１１０Ａにつ
いて指定された階調レベルについては、ＬＵＴ（Ａ）３１を参照してＳＦコードに変換し
、画素１１０Ｂについて指定された階調レベルについては、ＬＵＴ（Ｂ）３２を参照して
ＳＦコードに変換する。そして、ＳＦコード変換部１３は、各色に対応して映像信号Ｄａ
を変換したＳＦコードＳｃｒ、Ｓｃｇ、Ｓｃｂをメモリー制御部１４に出力し、メモリー
制御部１４によってメモリー１５に書き込まれる。
　例えば、映像信号Ｄａにおいて、ある画素１１０Ａに指定された階調レベルが「６６」
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である場合には、ＬＵＴ（Ａ）３１における階調レベル「６６」に対応するＳＦコードは
、ビットｃ１からｃ１６に対応する「０１１０００００００１１１１１０」を２回繰り返
した３２ビットのコードとして変換され、メモリー制御部１４によってメモリー１５に書
き込まれる。
【００４９】
　一方、タイミング制御回路１１は、入力される同期信号Ｓｙｎｃに基づいて、制御信号
Ｘｃｔ、Ｙｃｔを駆動回路１６Ｒ、１６Ｇ、１６Ｂに供給する。制御信号Ｙｃｔは、上述
したように、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、スタートパルスＤｙおよびスタートパルスＤｙを
転送するためのクロック信号が含まれ、走査線駆動回路１６１に供給される。走査線駆動
回路１６１は、上記クロック信号にしたがってスタートパルスＤｙを転送するなどにより
操作信号Ｇ１、Ｇ２、・・・、Ｇ１０８０を出力する。これにより、各走査線１１２は、
スタートパルスＤｙによって規定されたサブフィールドの期間に対応して選択、非選択が
繰り返される。
【００５０】
　データ線駆動回路１６２へのＳＦビットＳｂｒ、Ｓｂｇ、Ｓｂｂの供給については、メ
モリー制御部１４がタイミング制御回路１１による制御にしたがって、各行の走査線の選
択前に、各行の１～１９２０列の画素１１０に対応した１行分のＳＦビットＳｂｒ、Ｓｂ
ｇ、Ｓｂｂを読み出すことによって行われる。
　メモリー制御部１４は、読み出したＳＦコードＳｃｒのいずれかの１ビットを、現時点
における表示パネル１００Ｒの駆動タイミング（サブフィールド）に応じて選択して出力
する。また、メモリー制御部１４は、読み出したＳＦコードＳｃｇのいずれかの１ビット
を、現時点における表示パネル１００Ｇの駆動タイミング（サブフィールド）に応じて選
択して出力し、読み出したＳＦコードＳｃｂのいずれかの１ビットを、現時点における表
示パネル１００Ｂの駆動タイミング（サブフィールド）に応じて選択して出力する。
　なお、タイミング制御回路１１は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃで規定されるフレームにお
けるスタートパルスＤｙの出力回数を、現時点における表示パネル１００のサブフィール
ドを示す情報としてメモリー制御部１４に供給する。これにより、メモリー制御部１４は
、現時点における表示パネル１００の駆動タイミング（サブフィールド）を知ることがで
きる。
【００５１】
　ある行の走査線が走査線駆動回路１６１によって選択される前に、メモリー１５から当
該行のＳＦコードＳｃｒ、Ｓｃｇ、Ｓｃｂが読み出されて、ＳＦビットＳｂｒ、Ｓｂｇ、
Ｓｂｂがデータ線駆動回路１６２に供給される。このため、データ線駆動回路１６２には
、当該走査線の選択前において、当該走査線に対応する１～１９２０列の画素に対応し、
かつ、当該選択において書き込むべきサブフィールドに対応したＳＦビットＳｂｒ、Ｓｂ
ｇ、Ｓｂｂが供給されていることになる。
　表示パネル１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂのデータ線駆動回路１６２は、当該１行分の
ＳＦビットを、制御信号Ｘｃｔに含まれる極性指定信号Ｆｒｐによって指定された極性の
オンレベルまたはオフレベルのデータ信号に変換するとともに、当該行の走査線が選択さ
れたときに、データ信号を１～１９２０列のデータ線１１４に供給する。
【００５２】
　当該行の走査線が選択されたとき、データ線１１４に供給されたデータ信号は、当該行
に対応するＴＦＴ１１６が導通状態となることによって液晶素子１２０の画素電極１１８
に印加され、これにより、当該液晶素子１２０は、指定された極性でオンまたはオフに駆
動されることになる。
　なお、当該走査線の選択が終了すると、ＴＦＴ１１６が非導通状態となるが、液晶素子
１２０は、ＴＦＴ１１６の導通状態であったときに画素電極１１８に印加された電圧を、
液晶素子の容量性および補助容量１２５によって保持するため、次回走査線が再び選択さ
れるまで、オンまたはオフ駆動の状態に維持される。
【００５３】
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　このような動作が１つのサブフィールドにおいて１～１０８０行目について順番に実行
される。さらに、この１つサブフィールドの動作が１フレームにおいてサブフィールドＳ
Ｆ１～ＳＦ８の順番に４回繰り返して実行される。
　これにより、各画素は、各サブフィールドにおいて、ＳＦビットに応じてオンまたはオ
フ駆動され、１フレームを単位期間としてみたときの平均的な透過率は、階調レベルに応
じた値となって、これにより階調が表現されることになる。
【００５４】
［表示例］
　図９は、実施形態におけるディスクリネーションの発生態様を説明する図である。図９
においては、表示パネル１００の一定範囲の１６個の画素１１０において、左半分の画素
１１０には階調レベル「６４」が指定され、右半分の画素１１０には階調レベル「６５」
が指定された場合の表示例を示す。図９（ａ）は、従来例のように、ＬＵＴを使い分けな
い場合、例えば、ＬＵＴ（Ａ）３１のみを参照して画素１１０が駆動されている場合を示
している。図中の「６４」、「６５」は、各画素１１０に指定された階調レベルを示して
いる。図９（ｂ）は、本発明の実施形態のように、画素１１０ＡはＬＵＴ（Ａ）３１を参
照して駆動され、画素１１０ＢはＬＵＴ（Ｂ）３２を参照して駆動された場合を示してい
る。図中の「６４Ａ」、「６４Ｂ」は、階調レベルが「６４」に指定された画素１１０Ａ
、１１０Ｂを示し、「６５Ａ」、「６５Ｂ」は、階調レベルが「６５」に指定された画素
１１０Ａ、１１０Ｂを示している。
【００５５】
　従来例においては、図９（ａ）に示すように、階調レベル「６４」と「６５」との境界
においては、Ｄリスクが高くなり、直線状のディスクリネーションＤＡが発生する。一方
、本発明の実施形態においては、図９（ｂ）に示すように、「６４Ｂ」と「６５Ａ」との
境界、および「６５Ａ」と「６５Ｂ」との境界においてディスクリネーションＤＡが発生
する。このように、本発明の実施形態においては、従来例に比べて、隣接階調レベルとな
る部分に集中していたディスクリネーションＤＡを空間的に拡散することにより、目立た
なくして表示への影響を低減することができる。
【００５６】
　また、図９（ｂ）に示すように、階調レベルが「６５」に指定された領域（特定の階調
レベルに指定された領域）においては、ほぼ全域にわたってディスクリネーションＤＡが
発生するため、ディスクリネーションＤＡが発生しない場合に比べて透過率が減少する。
ここで、上述したように、一方のＬＵＴにおける最大重み変化部となる階調レベルに対応
するＳＦコードのうち「１」のビットとなる最も長い時間のサブフィールドにおいて、他
方のＬＵＴにおける同一の階調レベルに対応するＳＦコードのビットが「０」となる場合
、すなわち、特定の階調レベルにおいては、合計オン時間が長くなるように規定されてい
る。図８にも示したように、階調レベル「６５」は、合計オン時間が長くなるように規定
される対象であるから、ディスクリネーションＤＡの発生により減少した透過率を合計オ
ン時間の増加により相殺して、本来の階調レベルに近い透過率として表示させることがで
きる。
【００５７】
＜変形例＞
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は以下のように、さまざまな態様
で実施可能である。
【００５８】
［変形例１］
　上述した実施形態において、１フレーム毎に画素１１０を駆動する際に参照するＬＵＴ
を切り替えるようにしてもよい。この場合には、画素１１０Ａと画素１１０Ｂとの位置関
係が１フレーム毎に変化するようにＳＦコード変換部１３は、参照するＬＵＴを決定すれ
ばよい。
【００５９】
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　図１０は、変形例１におけるディスクリネーションの発生態様を説明する図である。図
１０（ａ）は、奇数番目のフレームにおけるディスクリネーションＤＡの発生態様であり
、図１０（ｂ）は、偶数番目のフレームにおけるディスクリネーションＤＡの発生態様で
ある。このように、フレーム毎にディスクリネーションＤＡの位置が変化し、時間的にも
拡散されることにより目立たなくすることで表示への影響を低減することができる。
　なお、１フレーム毎に切り替えるのではなく、複数フレーム毎に切り替えるようにして
もよい。
【００６０】
［変形例２］
　上述した実施形態においては、画素１１０Ａと画素１１０Ｂとは図６に示すように、市
松状に配置されていたが、別の態様で配置されていてもよい。
【００６１】
　図１１は、変形例２における各画素１１０に適用されるＬＵＴを説明する図である。図
１１（ａ）に示すように、ＬＵＴ（Ａ）３１が適用される画素１１０Ａと、ＬＵＴ（Ｂ）
３２が適用される画素１１０Ｂとは、それぞれ同数での配置に限らず、いずれかが多く配
置されていてもよい。すなわち、少なくとも１つの画素１１０が他の画素１１０と異なる
ＬＵＴが適用されるようになっていればよい。また、図１１（ｂ）に示すように、画素１
１０Ａと画素１１０Ｂとは、ランダムに配置されていてもよい。このとき、一定範囲にお
ける画素１１０Ａと画素１１０Ｂの数が同数になるように配置されていてもよい。
　このように、画素１１０Ａと画素１１０Ｂとが分散配置され、ディスクリネーションが
空間的に拡散するようになっていればよい。
【００６２】
［変形例３］
　上述した実施形態においては、ＬＵＴ（Ａ）３１の最大重み変化部とＬＵＴ（Ｂ）３２
の最大重み変化部とは、隣接した階調レベルになっていたが、２以上離れた階調レベルに
決められていてもよい。
【００６３】
［変形例４］
　上述した実施形態においては、ＬＵＴは、ＬＵＴ（Ａ）３１とＬＵＴ（Ｂ）３２との２
つのＬＵＴを用いていたが、３以上のＬＵＴを用いてもよい。
【００６４】
［変形例５］
　上述した実施形態においては、１フレームは、８のサブフィールドを１周期とした４つ
のブロックにより構成されていたが、これに限られず、より多くのブロックにより構成さ
れていてもよいし、１つのブロックで構成されていてもよい。ここで、ＬＵＴによって規
定されているＳＦコードが複数のブロックのサブフィールドについて、ＳＦコードとして
規定されている場合には、実施形態においても示されているように、階調レベルが隣接す
る高い側の階調レベルに変化したときに、各ブロックにおける長い時間のサブフィールド
が同時にオフからオンに変化しないようにしてもよい。このようにすると、Ｄリスクを減
少させディスクリネーションの表示に与える影響を低減することもできる。
【００６５】
［変形例６］
　上述する実施形態においては、１フレームは、３２のサブフィールドにより構成されて
いたが、この数に限られない。また、ＬＵＴにより規定されているＳＦコードは、１６ビ
ットであったが、このビット数に限られるものではない。
【００６６】
［変形例７］
　上述する実施形態においては、表示パネル１００は透過型であったが、反射型であって
もよい。さらに、ノーマリーブラックモードでの駆動に限られず、ノーマリーホワイトモ
ードでの駆動であってもよい。ここで、ノーマリーホワイトモードでの駆動としたとき、
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オンレベルとは、液晶素子１２０に電圧を印加して暗状態にさせるデータ信号をいい、オ
フレベルとは、液晶素子１２０を明状態にさせるデータ信号をいう。なお、ノーマリーホ
ワイトモードでの駆動とした場合には、上記ＬＵＴのＳＦコードについて各ビットの「１
」と「０」とを反転させればよい。すなわち、実施形態（ノーマリーブラックモード）に
おける明状態の時間であるオン時間は、ノーマリーホワイトモードにおける明状態の時間
は、オフ時間に対応する。ただし、単に各ビットの「１」、「０」を反転させるのではな
く、以下の点については、ＳＦコードの内容が変化する。
【００６７】
　横電界の影響により、画素に対して十分なオン電圧が印加されないことで、ディスクリ
ネーションが発生する。したがって、ノーマリーホワイトモードにおいてディスクリネー
ションが発生した場合には、ディスクリネーションが発生しない場合と比較して透過率が
増加する。そのため、一定範囲の画素１１０に特定の階調レベルが指定された場合に生じ
るディスクリネーションに起因して増加した透過率については、ノーマリーブラックモー
ドと同様にして相殺すればよい。すなわち、実施形態に示したノーマリーブラックモード
の場合、特定の階調レベルにおいて、合計オン時間を増加させて明状態となる時間を増加
させ、ディスクリネーションに起因する透過率の減少分を相殺していた。一方、ノーマリ
ーホワイトモードの場合、特定の階調レベルにおいて、合計オン時間を増加させて暗状態
となる時間を増加させ、ディスクリネーションに起因する透過率の増加分を相殺すればよ
い。このようにして、ノーマリーホワイトモードであっても、本来の階調レベルに近い透
過率として表示させることができる。
【００６８】
［変形例８］
　上述した実施形態においては、１ブロックにおけるサブフィールドの時間はそれぞれ異
なるものとなっていたが、その一部が同じ時間であってもよく、少なくとも１つのサブフ
ィールドの時間が、他のサブフィールドの時間と異なる長さであればよい。
【００６９】
［変形例９］
　上述する実施形態においては、表示パネル１００は、プロジェクター２０００に用いら
れる構成として説明したが、直視型の液晶ディスプレイに用いられてもよい。すなわち、
液晶素子を用いた電気光学装置として機能するものであれば、どのようなものにも適用可
能である。また、この電気光学装置を様々な電子機器に用いることもできる。電子機器と
しては、テレビジョンや、ビューファインダー型・モニタ直視型のビデオテープレコーダ
ー、カーナビゲーション装置、ページャー、電子手帳、電卓、ワードプロセッサー、ワー
クステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、デジタルスチルカメラ、携帯電話機、タッチ
パネルを備えた機器等などが挙げられる。
【符号の説明】
【００７０】
１０…コントローラー、１１…タイミング制御回路、１２…画質調整部、１３…ＳＦコー
ド変換部、１４…メモリー制御部、１５…メモリー、１６Ｒ，１６Ｇ，１６Ｂ…駆動回路
、１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂ…表示パネル、１０５…液晶、１０８…コモン電極、１
１０…画素、１１２…走査線、１１４…データ線、１１５…容量線、１１６…ＴＦＴ、１
１８…画素電極、１２０…液晶素子、１２５…補助容量、１６１…走査線駆動回路、１６
２…データ線駆動回路、２０００…プロジェクター、２２０…ランプユニット、２３０１
…ダイクロイックミラー、２３０２…ミラー、２３０３…第１マルチレンズ、２３０４…
第２マルチレンズ、２３０５…偏光変換素子、２３０６…重畳レンズ、２３０７…レンズ
、２３０８…集光レンズ、２４０…ダイクロイックプリズム、２５０…投射レンズ、２６
０…検出部、３０００…スクリーン
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